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◉
京
都
モ
デ
ル
の
構
築

京
都
市
は
、
年
間
5
千

万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る

国
際
観
光
都
市
で
あ
り
、

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

帰
宅
困
難
者
に
は
多
く
の

観
光
客
が
含
ま
れ
る
た
め
、

観
光
客
に
特
化
し
た
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

京
都
モ
デ
ル
と
し
て
の
帰

宅
困
難
者
対
策
の
方
針
を
、

❶�

正
し
い
情
報
の
伝
達

❷�

安
全
な
場
所
で
の
一
時

滞
留
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ

の
集
中
を
避
け
る
）

❸
備
蓄
品
の
充
実
と
し
、

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
観

光
・
商
工
な
ど
の
関
係
事

業
者
や
寺
院
、
神
社
、
地

元
組
織
等
を
含
め
た
地
域

全
体
で
の
防
災
の
仕
組
み

づ
く
り
と
定
め
、
取
り
組

◉�

民
間
活
力
に
よ
り
大
幅

コ
ス
ト
削
減

平
成
22
年
に
完
成
し
た

ゴ
ミ
処
理
施
設
「
エ
コ

パ
ー
ク
あ
ぼ
し
」
は
、
徹

底
し
た
分
別
に
よ
り
収
集

し
た
可
燃
ご
み
及
び
粗
大

ご
み
の
焼
却
に
、
シ
ャ
フ

ト
炉
式
ガ
ス
化
溶
融
炉
を

採
用
す
る
と
と
も
に
、
残

存
物
と
し
て
ス
ラ
グ
や
メ

タ
ル
の
資
源
化
に
努
め
て

い
る
。

施
設
の
設
計
・
施
工
・

管
理
運
営
に
、
P
F
I
の

ひ
と
つ
で
あ
る
、
D
B
O

（
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ル
ト
・

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
方
式

を
導
入
し
、
民
間
の
経
営

や
技
術
力
を
活
用
し
た
こ

と
に
よ
り
、
行
政
が
実
施

す
る
よ
り
、
大
幅
な
経
費

削
減
が
で
き
た
。

本
市
に
お
い
て
も
今
後

様
々
な
施
設
の
建
設
や
管

理
に
お
い
て
、
積
極
的
に

民
間
活
力
の
導
入
を
す
す

め
る
べ
き
で
あ
る
。

ご
み
処
理
施
設
に
お
け

る
民
間
活
力
の
活
用
に

つ
い
て�

姫
路
市

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
基
本
方
針
に

つ
い
て�

高
松
市

防
災
・
減
災
対
策
に
つ

い
て�

京
都
市

◉�

全
国
初
「
大
雨
特
別
警

報
」
発
令

平
成
25
年
9
月
の
台
風

18
号
で
は
、
記
録
的
な
大

雨
に
よ
り
、
各
地
で
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
。
京

都
府
に
は
全
国
で
初
め
て

「
大
雨
特
別
警
報
」
が
発

令
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
防
災
対
策
に
よ
り
、
人

的
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
市
で
も
8
月
に
豪
雨

災
害
が
発
生
し
た
が
、
今

回
の
災
害
対
応
を
総
括
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
本

市
の
特
性
に
応
じ
た
防
災

対
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

高松市での視察の様子

京都モデルの誘導看板

行政視察の報告
7月28日〜30日の3日間、次
の調査研究項目について視察
を実施しました。

▪�ファシリティマネジメント推進基本方針について（香川県高松市）
▪�防災・減災対策について（京都府京都市）
▪�ごみ処理施設における民間活力の活用について（兵庫県姫路市）

増
加
を
図
る
。

❸�

長
寿
命
化
に
よ
り
、
施

設
整
備
に
係
る
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
る
。

❹�

統
一
的
な
維
持
管
理
に

よ
り
、
維
持
管
理
費
の

削
減
を
図
る
。

◉
公
開
施
設
評
価

「
施
設
仕
分
け
」の
実
施

市
民
目
線
で
の
施
設
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
事

業
仕
分
け
の
施
設
版
で
あ

る
公
開
施
設
評
価
を
実
施

し
た
。

マ
ス
コ
ミ
等
の
反
響
も

大
き
く
、
市
民
へ
の
広
報

効
果
も
あ
り
、
今
後
の
課

題
等
を
市
民
と
共
有
で
き

た
。
先
送
り
で
き
な
い
大

き
な
課
題
に
危
機
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
早
急
な

対
応
の
必
要
性
を
再
認
識

し
た
。

◉
策
定
の
目
的

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
は
、
土
地
・
建

物
・
設
備
を
対
象
と
し
て
、

経
営
的
な
視
点
か
ら
設
備

投
資
や
管
理
運
営
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
施
設
に
か

か
る
経
費
の
最
小
限
化
や

施
設
効
用
の
最
大
化
を
図

ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
で

あ
る
。
高
松
市
は
、
市
町

合
併
に
伴
い
、
多
く
の
公

共
施
設
を
保
有
す
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、
今
後
の

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人

口
減
少
社
会
を
見
据
え
、

公
共
施
設
の
有
効
活
用
や
、

長
期
に
わ
た
る
適
切
な
維

持
管
理
を
目
的
に
、
平
成

24
年
9
月
に
策
定
し
た
。

◉�「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」の
効
果

❶�

施
設
の
集
約
化
・
用
途

変
更
等
に
よ
り
、
市
有

施
設
の
最
適
化
・
減
量

化
・
維
持
管
理
費
の
削

減
を
図
る
。

❷�

施
設
の
売
却
等
に
よ
り
、

コ
ス
ト
削
減
と
歳
入
の
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